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平成 24年  9月

各分会長 殿

建設業労働災害防止協会長野県支部

支部長 蔵 谷 伸 一

土石流労働災害防止研修会の開催について

残暑厳 しい折ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。

日頃より労働災害の防止につきまして格別のお取組みをいただき厚 くお礼申し上げます。

さて、近年、地球的規模の異常気象からと思われる集中豪雨が世界各地で多発 し、それ

に伴い大規模な土石流を引き起こし甚大な災害が発生しています。

国内においても平成 24に入 り7月 には九州北部で梅雨前線豪雨により、8月 には近畿中

部で前線に伴 う大雨により、河川の氾濫や土石流及びがけ崩れ等の土砂災害が発生し、甚

大な被害を被っております。長野県内においても同様の災害に襲われる危険もあり、この

ような災害を繰 り返さないためにも安全確保に携わる方々の意識の高揚が必要と考えられ

ます。

昨年も標記の研修会を開催いたしましたが、本年度も昨年同様、「土石流労働災害防止モ

デル事業」のカリキュラムを基に下記により研修会を開催することといたしましたので、

貴分会会員事業場に対 し参加方ご周知いただきますよう特段のご配意を賜 りますようお願

い申し上げます。

1 日  時
2場  所
3 研修内容
4 申込方法

5 申込締切
6 定  員
7参 加 費
8資 料 代
9修 了 証

記

平成 24年 11月 1日 (木)午前 9時～午後 5時
松本市島立 996 松筑建設会館
別紙 日程表による

別紙申込書を建災防長野県支部へ直接

ヨ懸  (026-224-3061)に てお申込願います。
10月 19日 (金 )
70名 (1社 2名 まで 定員になり次第締切 )
無 料
3,000円 (受付時に徴収 します )

終了時に交付 します

建災防長野県支部 事務局 藤牧康男

Ъ 026‐ 228‐ 7200 Fax 026‐ 224‐ 3061

E‐ mail ftlJimakechoken orjp

※駐車場が狭いため、1社で 2名 受講者はお車を相乗 りでお願いします。



土石流労働災害防止研修会日程表

平成 24年 11月 1日 (木)松筑建設会館

建設業労働災害防止協会長野県支部

時   間 目科 講 師 等

8:30- 受 付

9:00′～9:10 開  講 事 務 局

9:10′
‐V10:10

。平成 12・ 6蒲原沢土石流災害調査結果報告及び関係法令

の制定経過

・土石流関係法令

・職場におけるリスクアセスメントの導入状況

。平成 24年労働災害の発生状況

長野労働局健康安全課

主任安全衛生専門官

大

10:10-11:10

土石流に関する基礎知識

・土石流の特徴

。土石流の前兆現象

・留意点

国交省 北陸地方整備局
松本砂防事務所

建設専門官

柳 川 磨 彦

11:10-12:10

事前調査

・作業着手前の調査事項

・事前調査結果の評価方法と施工計画への反映方法

災 防 指 導 員

土石流モデル事業指導員

北 澤 正 光

建

一万

12:10～ 13:00 昼 食・休 憩

13:00～ 14:00

警戒降雨量基準の設定及び降雨量の評価

・警戒降雨量基準の設定方法

・降雨量、気温の評価

北 澤 正 光

14:00～ 15:00

監視人の配置及び上石流検知機器、警報用・避難用設備の

種類及び設置場所の選定

・監視人の配置 。

・各種機器の種類 と設置場所

・警報用設備の設置

。避難用設備の設置

建災防指導員

土石流モデル事業指導員

千 野 隆 雄

15:00-16:00

土石流労働災害防止の具体的方法

。作業中止

・土石流検知措置

・避難訓練の実施

・規程の策定

。協議会の設置

千 野 隆 雄

16:00-17:00 土石流による災害事例と安全対策計画書作成要領 千 野 隆 雄

17:00-17:10
修了証交付

閉  講
事 務 局



申込先 FAX:026(224)3061

建災防長野県支部

事 務 局 あ て

会社名 :

土石流労働災害防止研修会 (11/1)

受 講 申 込
~

童
日

FAX:

平成 24年  月  日

参カロ者名

役 職 名 氏 名 備 考

※ 10月 19日 (金)までにお申込下さいますようお願い致します。

注 1 駐車場が狭いので、お車は相乗 りでお願いいた します∩

2 お申込は 1社 2名 まで とさせていただきますハ

3 受付は 8時 30分から開始します。
4 資料代 (3,000円 )については受付時に徴収いたします。
5 筆記具は各自ご持参ください


